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 皆様の御 協力により化研報告への御投稿 もかな り増加 し,係 のもの一
同よろこんでいます。これで発刊のお くれ も,で き うる限 りとりかえし
て,御 投稿の原稿が一鴇も早 く活F一になるよ う努力してお ります。今後
ともよろしく御支援の程願上 ますo
 なお,御 多用申甚だ恐縮ですが,化 研報告に投稿されるときには‐re,,
投稿規定をお含みの上執筆 されるよう嬢ねて願上 ます。
                          (鶴 田)
 
 
 
 
  
 
 
  
 
  
